
COMPANY PROFILE 株式会社カタ技術

ワイヤーカット機を駆使して金型・部品を加工

一人ひとりが戦力となるカタ技術のスタッフ
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放
電
加
工
機
を
駆
使
し
、

金
型・
機
械
部
品
を
精
密
加
工

　

金
型
工
場
と
し
て
創
業
。
そ
の
後
ワ
イ
ヤ
ー

カ
ッ
ト
放
電
、
型
彫
放
電
、
細
穴
の
各
電
気
加
工

や
レ
ー
ザ
ー
加
工
技
術
を
磨
き
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
等
の
金
型
や
機
械
部
品
を
金
属
加
工
し

て
い
る
。
情
報
家
電
や
カ
メ
ラ
な
ど
の
金
型
、
精

密
機
械
部
品
が
主
力
。
掌
に
乗
る
サ
イ
ズ
が
多

い
。
電
気
で
加
工
す
る
た
め
、
通
電
す
る
も
の
は

何
で
も
加
工
で
き
る
。
超
硬
や
焼
入
済
の
ダ
イ
ス

鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
ハ
イ
ス
と
い
っ
た
特
殊
材
料

か
ら
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
な
ど
の
一
般
的
な
材

料
ま
で
幅
広
く
カ
バ
ー
す
る
。 

レ
ー
ザ
ー
で
は

ス
テ
ン
レ
ス
板
、
炭
素
工
具
鋼
鋼
材
、
リ
ボ
ン
鋼

を
主
に
加
工
し
、
ベ
ニ
ア
板
な
ど
で
も
実
績
が
あ

る
。
大
阪
府
以
外
の
顧
客
も
含
め
る
と
、
の
べ
約

２
０
０
社
の
取
引
先
を
持
つ
。

　

納
期
の
早
さ
が
身
上
。
朝
に
注
文
を
受
け
て
も

夕
方
に
、
夕
方
に
注
文
を
受
け
て
も
翌
朝
に
は
納

品
で
き
る
。
し
か
し
、
納
期
に
間
に
合
わ
な
い
と

分
か
る
場
合
は
無
理
に
受
注
せ
ず
、
迷
惑
を
か
け

な
い
。 

提
案
力
も
重
視
す
る
。
単
に
図
面
通
り

加
工
す
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
寸
法

に
な
る
の
か
な
ど
問
題
が
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、

顧
客
と
も
事
前
に
徹
底
的
に
打
ち
合
わ
せ
す
る
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｃ
Ａ
Ｍ
も
駆
使
し
、
生
産
技
術
を
磨
い

て
き
た
。
微
細
加
工
を
手
が
け
て
き
た
の
で
、
精

度
に
も
自
信
が
あ
る
。
特
定
の
顧
客
や
加
工
品
の

み
に
専
念
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
顧
客
と
加
工
品
の

相
談
に
応
じ
ら
れ
る
。

　

稼
働
し
て
い
る
主
な
加
工
機
械
は
現
在
、
ワ

イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
放
電
が
２
台
、
型
彫
放
電
が
２

台
、
レ
ー
ザ
ー
が
１
台
、
細
穴
が
１
台
。
受
注

の
引
き
合
い
は
設
備
能
力
を
上
回
る
た
め
、
断

る
仕
事
も
あ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
ワ

イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
放
電
機
を
平
成
25
年
度
中
に
１

台
導
入
す
る
予
定
だ
。
導
入
す
る
の
は
±
３
㎛

の
加
工
精
度
を
出
せ
る
新
鋭
機
種
で
、
高
精
度

加
工
の
強
み
を
大
幅
に
補
強
す
る
。
導
入
後
は

生
産
能
力
が
大
幅
に
高
ま
り
、
断
っ
て
い
た
仕

事
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
課
題
は
年
数

が
経
っ
た
設
備
の
更
新
。
２
台
の
放
電
加
工
機

も
今
後
、
入
れ
替
え
る
計
画
だ
。

　

片
山
要
社
長
は
カ
タ
技
術
に
入
社
す
る
前
に

２
年
間
勤
め
て
い
た
三
菱
電
機
株
式
会
社
伊
丹

製
作
所
で
、
設
計
者
と
し
て
図
面
を
描
い
て
い

た
職
歴
が
あ
る
。
創
業
者
の
長
男
と
し
て
跡
を

継
い
だ
が
「
い
ず
れ
は
自
分
た
ち
で
図
面
を
描

き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製
品
を
つ
く
る
の
が
夢
」

と
語
る
。
現
在
の
仕
事
は
顧
客
の
図
面
通
り
に

加
工
す
る
仕
事
が
中
心
の
た
め
、
い
ず
れ
は

社
員
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
設
計
す
る
喜
び

を
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
。

イ
メ
ー
ジ
は
欧
州

の
老
舗
の
か
ば
ん

屋
の
よ
う
に
、
社

会
か
ら
尊
敬
さ
れ

る
モ
ノ
づ
く
り
の

会
社
。
こ
れ
か
ら

は
日
本
に
も
そ
ん

な
時
代
が
訪
れ
る

と
信
じ
、
付
加
価

値
が
高
い
モ
ノ
づ

く
り
を
夢
見
て
い

る
。

創業しましたのはオイル危機直後で、機械加工も汎用機からＮ
Ｃ機械へと移行していった時代です。ワイヤー加工機の将来性
にいち早く着目し、手がけて参りました。時代のニーズにお応え
するため導入した加工機は20台に上ります。現在は６台の加
工機が現役でがんばっております。平成１３年１月には新社長
が就任し、ＩＴ時代にも対応するため、日々精進しております。

代表取締役社長 片山 要さん http://www.katagijutu.com/

■主な事業内容
ワイヤーカット放電、型
彫放電、レーザー、細穴
加工

■主な取引先（納入先）
家電、自動機、樹脂金
型、精密プレス金型、ダ
イス、刃物等の各メー
カー

住　所／〒571-0042
門真市深田町
９-８

ＴＥＬ／06-6908-9179
ＦＡＸ／06-6906-5362
創　業／昭和49年１月
設　立／昭和57年７月
資本金／1,000万円
従業員／4名一つひとつ魂込めて社会から必要とされる

ものづくり。そんな企業であり続けたい。

創
業
は
金
型
工
場
、放
電

加
工
の
技
術
で
顧
客
拡
大

業務
内容

短
納
期
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
、

顧
客
へ
の
提
案
営
業
も
推
進

強み

受
注
は
好
調
、ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト

機
や
放
電
機
を
更
新
予
定

設備
導入

夢
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
、尊
敬

さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
に

今後の
展望
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放
電
加
工
な
ど
電
気
に
よ
る
精
密
加
工

加
工
・
処
理




